
広 

報

この「教えて！　かしわの学校教育」（P1〜４）は抜き取ってお読みください

　どの学校にも必ずある「図書室」。独立した建物ではありませんが、正式には「学校図
書館」といいます。今この学校図書館を、読書の場としてだけではなく、学習の場とし
て活用することが進められています。今号では、昔と変わってきている市立小・中学
校の学校図書館の働きと、学校図書館を軸とした学びについてお伝えします。
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別冊
特集

「読書センター」と
「学習情報センター」という働き
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（柏第四小学校の学校図書館）

学校図書館が
持つ

今の顔って？
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これが今の授業だ！ これが今の授業だ！

　今回は「自分の興味があること」を調べるので、動物や歴史・食べ物から
宇宙まで、調べることは十人十色。 クラスのみんなにアンケートを取って
いる子もいたりします。

　あるテーマを持って学級で同じ本を読み、感じたこ
とや考えたことをグループで伝え合う活動です。
①自分の感じたことや考えたことを発表できるように
読む
②他の人の考えを否定・批判しないこと
をルールに、言葉の力を育てるだけでなく、自分や他
人を理解したり、
生き方について考
えたりする「心の
教育」にもつなが
っています。

　読書会はみんなで同じ本を読みますが、自分
が読んで面白かった本の紹介を競うのがビブリ
オバトル（知的書評合戦）です。多くはクラス単
位で取り組んでいて、一部では学校全体で実践
しているところもあります。
　人に薦める
ことで、表現
力を磨き、コ
ミュニケーシ
ョンを育むこ
とにもつなが
っています。

学校図書館 今の顔②

「学習情報センター」として

　子どもたちが読みたい本を自由に手に取り、本の世界を楽しむ場として
だけではなく、今の学校図書館は、読書を通して考えを広げたり深めたり
することで、自分の世界を広げる場になっています。

　読書を通して世界を広げる場という一面に加え、今期待が高まっているのが、自分が
解決したい課題に必要な資料を集めて調べ、自分の考えをまとめて伝え合う場となる学
校図書館です。
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学校図書館 今の顔①

「読書センター」として

柏市の学校図書館は、全国的に見ても先進的な環境を誇ります。その
中から、2つのポイントを紹介します。柏 市 の学校図書館のここがスゴイ

ほぼ全ての学校が優良・優秀学校図書館！
市立図書館、全学校の本を活用
図書流通システム稼働中！

　千葉県が毎年学校図書館の質の高さ
を認定する「優良・優秀学校図書館」制度があり、市
のほぼ全ての小・中学校が優良図書館に、さらに38校
の学校図書館が優秀図書館に認定されています（※）。
　認定基準は、蔵書冊数の多さや学校図書館指導員の
配置日数、環境整備など24項目に上ります。
　市では、名実ともに学校図書館の質を高め、子ども
たちが使いやすい図書館づくりを進めています。
※�児童数が著しく増加している1校は蔵書冊数が基準を下回り
認定を受けていませんが、冊数以外の基準は全て上回ってい
ます

　市立図
書館と市立小・中学校全
62校がネットワークをつ
なぎ、本を貸し借りできる
「大きな学校図書館」を作
っています。ここで利用で
きる本は、なんと100万冊！
　昨年は年間約1万冊もの
本が、市立図書館や学校間
を行き来しました。
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場 場読んで　
世界を広げる

調べてまとめて　
伝え合う

　あまんきみこ作『おにたのぼうし』を読み、「登場人物に手紙を書こう」を学習の目当てとした授業
です。登場人物に手紙を書くために、本を繰り返し読み、会話や行動・様子を表す描写から性格
や気持ちの変化を捉えることを目指します。

　国語の授業で学習した「資料を工夫して効果的に発表しよう」の実
践として、「自分の興味があることを調べて発表しよう」というテーマ
で調べ学習を行い、1カ月後の発表を目指します。

　学校図書館で授業。先生が学習の目当てを子
どもたちと確認し合います。

　先生が学習の目当てを説明し、子どもたちと確認し合います。
　すぐに教科書には入らず、学校図書館指導員（4面参照）
が『おにたのぼうし』に関連する本を子どもたちに紹介。
子どもたちは、あまんきみこさんの他の作品やいろいろ
なタイプのおにが登場する作品がたくさんあることに気
付きます。

　みんなで紹介された本を読みます。こうしてたくさん
の関連する本に触れながら、作品への興味や登場人物に
着目しながら読むことのきっかけをつかんでいきます。

　子どもによっては、
特定のジャンルの本ば
かり読んでしまう場合
がありますが、授業で
関連する本を紹介し、
実際に読むという経験
を通して、子どもたち
の選書の幅が広がってきました。
　また、多くの本や言葉に触れることや、
自分の感想や考えを友達と伝え合い、新し
い情報や考えを得ることができるなど、読
書は表現力を鍛える基礎にもなっています。

中原小学校3年
熊谷 太郎 さん

　本を読むことはいろ
いろな想像ができて、
楽しいし大好きです。
家でもよく読みます
が、授業でも本を読む
時間が増えたので、も

っと好きになりました。
　本を読んで知ったり学んだりしたこと
が、授業で出てくることもあるので、勉強
にも役立っていると思います。
　これからもたくさんの本を読んで、もっ
と勉強に生かしていきたいです。

本の流れ

毎週
火・金
が配送日

A 小学校 B 中学校

市立図書館

▲�優秀学校図書館認定書▲�優良学校図書館マーク

こんなふうに
学校図書館が使われます

こんなふうに
学校図書館が使われます小学3年生「国語」 小学5年生「総合的な学習の時間」

学校図書館がみんなの活動を支えています

中原小学校　澤田 沙織 先生
（3年生担任）

VOICE

土中学校2年
小野 愛理沙 さん

　私はビブリオバトルを行った後から、
人の目を見てスピーチするようになりま
した。人の目を見ることで説得力が増す
と考えたためです。そのおかげで私の本
はチャンプ本（1位）になれたんだと思い

ます。その他にも人を引きつける方法が分かったり、アンケ
ートで今後の課題点を指摘されたりと、行って良かった点が
多くありました。
　これからは人の前で説明するような機会も多くなり、大切
になってくるので、良い経験になったと思います。

VOICE

こんな
形でも！

●読書会 ●ビブリオバトル

　「それでは皆さん、本やインターネットで調べましょう」 
先生の呼び掛けとともに、みんな慣れた様子で、お
目当ての資料がある書棚に向かいます。

　目的の資料・本が見つからない場合は、
インターネットで調べます。

　この後、これまで調べてき
たことをまとめ、パソコンを
使ってプレゼンテーションソ
フトで発表資料を作り、伝え
合いをします。

　学校図書館は資料が豊富で、信用性も高く、子どもが設
定した課題に合わせた情報を効果的に得ることができます。
また、求める情報にたどりつくために学校図書館指導員のア
ドバイスを受けたり、図書館のネットワークを使って本を取
り寄せたりもできるので、充実した学習につながっています。�
　子どもたちも安心して使いながら、自分の力で情報を得て、
自分の考えをしっかり発表できるようになってきました。

柏の葉小学校5年 上鈴木 心愛 さん 
　学校図書館は、静かで落ち着いて学習ができるところが好
きです。わからないことや知りたいことがあった時に、すぐ
に調べることができるのも魅力です。また、学校の本は、写
真や絵がついているものが多くて分かりやすく、教科書より
広い範囲の内容が書かれているので、調べ学習が楽しいです。 
　子ども司書（4面参照）の講座を受けて、学校図書館はい
ろいろな分類の本があり、楽しむだけではなく学ぶことので
きる場所だと思いました。

VOICE

◆今の学校図書館は、調べ学習を支える資料的な図書がとても充実して
います。子どもたちも、低学年の頃から使い、慣れ親しんできた学校図

書館なので、迷うことなく目的の本がある書棚に向かいます
◆新たな資料を求めて、学校図書館指導員に自分が調べたい
内容に合った本選びをアドバイスしてもらうこともできます
◆今や学校図書館は、子どもたちの「第2の教室」です

！

▲土中学校では全校で開催▲大津ケ丘第二小学校

◆教科書に出ている作品を読むだけで
なく、並行して同じ作者の他の作品や、

教科書で扱ったものと同じテーマを持つ作品の読書を
通して読みを深め、読む力を高めています
◆クラス全員分の本をそろえるといっても、30数冊も
の同じ本や関連する本を常に揃えておくことは合理的
ではありません。また、子どもたちにより合った本を
選ぶことも簡単なことではありません。そこで、学校
図書館指導員が担任の先生と相談して本を選び、市内
全部の市立小・中学校や市立図書館か
ら本を集め（3面下参照）、共に授業を
進める役割を果たしています

ここが
ポイント！

ここが
ポイント！

選書の幅が広がっています

柏の葉小学校　増田 恵美 先生（5年生担任）
充実した学習につながっています

学校図書館に貼ってあるので、
足を運んだときにはぜひチェック！



風早北部小学校　海老原 歩美さん
子どもたちの「？」を「！」に

　「お薦めされた本が面白かったから、続きを市の図書館
で予約しました！」「この本、今度のお誕生日に買っても
らいます！」。そんな報告を子どもたちから聞くたびに、
学校図書館が本との出会いの場になっているのだなと喜
びを感じます。
　いつ、何を、どう発信していくべきか悩むこともあり
ますが、学びを深めるお手伝いを担っているという誇り

を持って、読み聞かせや関連図書の紹介、コーナー展示などに取り組んでいま
す。大豆、落語、働く車…調べ学習は多岐に渡るので、担任の先生たちともよ
り一層の意思疎通を図って学習の目当てに沿う本をそろえ、「？」が「！」に変わ
る学習情報センターとしての役割を充実させていきたいと思います。
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70
古紙配合率70％再生紙と植物油インキを使用しています。
また、見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

Webで学校図書館の
情報をチェック！柏市教育委員会指導課 指導主事　岩田 将英

明日も行きたい！ 楽しい授業をめざして

　楽しい授業は、学んでいてワクワクし、明日も受けたくなります。そして何よりも、学んだ後
に、自分の成長を感じることができるものです。学校図書館は、そのような楽しい授業を実現す
る本や資料にあふれています。
　柏市では、平成15年度より、他市に先駆けて学校図書館の整備を進めてきました。学校図書
館の質の高さが子どもの学習の質を高める――。柏市の教育の柱の一つである学校図書館で学
んだ子どもたちが、変化の激しいこれからの社会をたくましく幸せに生き抜く姿を信じ、これか
らも学校図書館整備に取り組んでいきます。

● 学校図書館ONLINE

学校図書館オンライン 検索

教えて！
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　これまで紹介してきた学校図書館を支える大きな存在が「学校図書館指導員」です。豊富な資
料やICT機器も、ただあるだけでは「宝の持ち腐れ」になります。柏市の学校図書館指導員は、た
くさんの情報の中から子どもたちの学習に適した資料を提供したり、調べ学習の相談に乗ったり
する、学校図書館のスペシャリストです。

　市内のいろいろな学校の学校図書館の様子や読
書活動に関する情報を発信しています。ぜひチェ
ックしてみてください！

子どもたちの学習を
強力にサポート！

学校図書館
指導員

他にも
こんな人たちが
活躍中！

大津ケ丘中学校　向坂 美香さん
一人一人に寄り添った「読書」と「学び」の場を

　朝の時間や昼休みに子どもたちに読み聞かせをする「読み聞かせボランティ
ア」、学校図書館の掲示物や装飾を整備する「図書館環境ボランティア」、本の
棚卸しや模様替えを行う「蔵書点検ボランティア」、朝や放課後の開館を実現す
る「開放ボランティア」（中学校だけ）など、学校図書館には約3,000人もの皆さ
んがボランティアとして関わっています。
　充実した学校図書館づくりは、こうしたボランティアの皆さんの支えがあっ
てこそ、なのです。
◎各学校では常時ボランティアを募集しています。興味のあるかたはお近くの
学校までお問い合わせください

　図書の分類から扱い方まで、図書館の基本的な知識を身に付け、友達や家族
に読書の素晴らしさや大切さを伝える役割を担っているのが「子ども司書」です。
本のポップ広告を作ったり、読み聞かせをしたりして活動しています。
　子ども司書制度は、「本と図書館を大切にして、それを広める人になってほし
い」という目的で、平成22年から市立図書館と一緒に取り組みを始めました。
自分が通う学校での10回の体験学習と、市立図書館での司書実習を修了する
と認定されます。7年間で1,600人を超える子ども司書が誕生し、各校の読書
推進の場で活躍しています。

▲読み聞かせボランティア（増尾西小学校）

▲子ども司書による読み聞かせ（柏第八小学校）

●一般的には学校司書と呼ばれ、本や資料にとても詳しい
●柏市が独自に採用する職員
●全小・中学校に1人いて、小学校＝週4日・中学校＝週3日勤務（この充実ぶりは東葛地域では柏市だけ）
●研修を重ね、スキルアップを欠かさない

基本
データ

休み時間や放課後に、
図書館を開けて待っています。
本に関する子どもたちの
相談にものります。

学習に必要な本や資料、
情報などを準備します。
先生と一緒に、
授業をすることも
あります。

いつも図書館を
きれいに使いやすく整えています。

新しい本を買うときは、
先生と相談して学校にふさわしい

本を選びます。

PTA・地域ボランティア

子ども司書

　子どもたちが図書館を後にする時、心や知識にそっと
お土産を渡せたらと思っています。お薦め本を展示した
り、先生がたと連携して授業と関連した本を紹介したり、
調べ学習に使う本を用意したりするなど、「読書」と「学び」
の場となるよう毎日模索は続きます。「すごくおもしろか
った」と笑顔で伝えに来てくれたり、新たな知識をぐんぐ
ん吸収し調べ学習をする生徒たちに接したりする時、本

が育む未来を生きるパワーを感じてうれしくなります。授業用の本から「失恋
に効く本ください…」の依頼まで、一人一人に寄り添い、望んでいるぴったり
の本を手渡せるように、日々精進しながら、今日も扉を開けて待っています。

学校図書館指導員の
お仕事




